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３－２ まちなか居住の目標 

 

前項のまちなかの将来像をもとに、まちなか居住の目標を次のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちなか居住の目標： 

「まちなかで、自分らしく暮らす」 

 

まちなかの暮らしを支える要素 

子育て世帯が様々な共感や安心
を得つつも、自分の時間を謳歌す
る暮らし 

元気な高齢者が将来に安心し
つつ、自分の意志で自分の生活
を創り上げる暮らし 

意欲あふれる若者が、独創的に
創り、育み、地域に根差してい
く暮らし 

 子育てしながらも、 

自分の時間を満喫で

きると良いな 

 

 気の合う友人と趣味の

写真を楽しむサークル

をたちあげたい 

 

 仕事の場、私生活を楽

しむ場がもっと増える

と良いな 

例えば安心して子育てしながらも、たまには自分の時間を満喫しているお母さん。気の合う者同士のおし

ゃべりを通じて、写真サークルを立ち上げたおばあちゃんなど、まちなかが、安心・便利な暮らしを提供す

るだけでなく、感性に響く自然に囲まれ、積極的に人生を謳歌する人々の暮らしの舞台となるよう、本目標

を定めます。 

便利で楽しい 

 

歩く、交通 

 

つながり 

 

自然を感じる 

 

まちなかの暮らし 

安心 

 


